ORCA 連携の電子カルテがある医療機関で使うときの案（2026-10-29）
ORCA 公式 API 仕様（中途データ登録 medicalmodv2）と、DDR（2026-10-29_4）による。まだ案の段階。FileMaker には何も入れていない。
DoctorAssist は、Claris FileMaker で開発された、医師個人が自身の診療業務を効率化するために使用する業務支援ツールです。診療録ではありません。法定の診療記録は各医療機関の記録および ORCA が正本であり、本ツールが保持するのは医師個人の作業用データです。
> 電子カルテがある医療機関では、つなぐ前に、必ず電子カルテの会社に相談してください。> ORCA とのつなぎ方は電子カルテごとに違い、ORCA の設定も電子カルテの会社が管理していることが多いためです。この案は、相談するときの資料として使ってください。
---
1. 結論
1. ORCA 連携の電子カルテも、多くは DoctorAssist と同じ ORCA の API（または CLAIM）で ORCA とやり取りしている。電子カルテは ORCA にとって「つながっている相手の1つ」にすぎない
1. そのため、DoctorAssist も同じ ORCA に、同じ API でつなぐことができる。読むだけ（受付・患者・保険）なら、電子カルテとはぶつからない
1. ぶつかるのは「送る」ときで、同じ患者・同じ日に電子カルテと DoctorAssist の両方が中途データを送る場合
1. 電子カルテがある医療機関では、電子カルテが診療録の正本になる。DoctorAssist は業務支援ツールで、診療録ではない。DoctorAssist だけから ORCA に送った内容は、電子カルテには残らない。算定の根拠は、医療機関の記録（電子カルテ）に書く必要がある
2. いまの DoctorAssist の送り方（DDR 10/29_4）
1. Reseipt_出す の55行目で、api21/medicalmodv2?class=01（中途データの新規登録）を使って送っている
1. 病名は、Reseipt_連携にレコード作成 から orca22/diseasev3 で別に送っている
1. 初診・再診は、送る前に入れることになっている（JK_Baseに記録 の32行目）。そのため、診察料も一緒に送っている
1. 失敗したときは、Api_Result と文言をそのままダイアログに出している（64行目）
3. 電子カルテと一緒に使うとぶつかるところ
	ぶつかるところ
	ORCA の返事
	起きること

	電子カルテが、同じ日の中途データを先に送っている
	Api_Result 80「既に同日の診療データが登録されています」
	class=01 の新規登録ができない

	医事の人が、ORCA の診療行為画面でその患者を開いている
	Api_Result 90「他端末使用中」
	送れない。画面を閉じれば送れる

	両方が初診・再診を送る
	エラーにならない
	診察料が2回入る（ORCA は二重を調べない）

	両方が病名を送る
	同じ病名が2つになることがある
	病名が重なる

	送ったあとに医事が ORCA で展開した
	ORCA は送る途中の展開を調べられない
	運用で避けるしかない



外来なら、すでにある中途データに足すこともできる（class=04 追加）。条件は次のとおり。
1. 患者番号・診療日・診療科・保険組合せが同じであること
1. ドクターコードが同じであること。違うと Api_Result 41
1. 登録の方法が同じであること。違うと Api_Result 42。電子カルテが CLAIM で送っている場合などは、足せないかもしれない。電子カルテの会社に確かめる
4. 使い方を3つに分ける（医療機関ごとに決める）
	使い方
	受信
	処方・検査を送る
	初再診・病名を送る
	合う医療機関

	① 単独で送る（いまの動き）
	する
	class=01
	送る
	電子カルテがない、または電子カルテが ORCA に送らない

	② 受信だけ
	する
	送らない
	送らない
	まず試すとき。電子カルテが全部送る

	③ 足して送る
	する
	class=04（追加）
	送らない（電子カルテが送る）
	電子カルテが初再診・病名を送り、処方は DoctorAssist で作る



1. 電子カルテがある医療機関では、②から始める。③に進むかは、医療機関と電子カルテの会社に相談して決める
1. ③にしても、処方の内容は医療機関の記録（電子カルテ）にも残す。DoctorAssist の「電カル記事」を電子カルテに貼るなど、運用を決める
5. FileMaker で変えるところ（入れるときに DDR で細かく決める）
1. 医療機関の設定に「電カル併用」の欄を足す。中身は「空（①単独）」「受信のみ」「追加送信」のどれか
- 処方名人_TABLE::医療機関_名 から、どのリレーションで読むかは、入れるときに DDR で決める
2. Reseipt_出す
- 「受信のみ」のときは送らずに、「この医療機関は受信のみの設定です。電子カルテから送ってください。」と出して終わる
- 「追加送信」のときは、55行目のパスを api21/medicalmodv2?class=04 にする
- 「追加送信」のときは、会計から処方名人計算そしてORCAcode作成 に印を渡し、初診・再診（診察料）の行を XML に入れない
3. Reseipt_連携にレコード作成 の病名送信は、「受信のみ」「追加送信」のときは送らない
4. 失敗したときのダイアログ（64行目）で、ORCA の数字の意味がわかるように言葉を足す
- 80 で「既に同日」のとき：「電子カルテから、今日の診療がすでに送られています。この医療機関では『追加送信』にするか、電子カルテから入れてください。」
- 90 のとき：「ORCA でこの患者さんが開かれています。医事の画面を閉じてから、もう一度送ってください。」
- 41・42 のとき：「電子カルテの送ったデータに足せませんでした（ドクターコードか登録の方法が違います）。医事に伝えてください。」
6. 医療機関・電子カルテの会社に確かめること
1. DoctorAssist から ORCA の API につないでよいか。API のユーザー（職員）を1つ作ってもらえるか
1. ORCA がどこにあるか（院内のサーバー、または ORCA クラウド）。クラウドなら、クライアント証明書を出してもらえるか
1. 電子カルテは、API と CLAIM のどちらで ORCA に送っているか
1. 電子カルテは、いつ中途データを送るか（診察の途中か、終わってからか）
1. 電子カルテは、初再診・病名・処方のうち、どれを送っているか
1. ドクターコード・診療科コードは、電子カルテと同じものを使えるか
7. 電子カルテの会社と相談して決めること
1. ①〜③のどの使い方にするか（はじめは②受信だけ）
1. ③にする場合、DoctorAssist から class=04（追加）で足してよいか。電子カルテの送り方（API か CLAIM か）で、足せるかどうかが変わる
1. 同じ処方を2回送ってしまったときの直し方
1. 医事の人が ORCA で患者を開いているとき（90 他端末使用中）の運用
1. 処方の内容を電子カルテにどう残すか
---
参考：ORCA 公式 API 仕様「中途データ登録」 https://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/api/medicalmod.html

